
令和6年（2024年）5月3日第２３２号 ひらつか議会だより

和
５
年
４
月
１
日
時
点
で
７
万

３
３
２
３
人
で
あ
り
、
全
て
の

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
が

改
定
さ
れ
る
。

問
　
私
達
の
会
派
は
６
年
度
の

予
算
要
望
書
で
介
護
保
険
料
の

負
担
増
の
抑
制
を
求
め
た
が
、

な
ぜ
値
上
げ
な
の
か
伺
う
。

福
祉
部
長
　
要
介
護
認
定
者
の

増
加
に
よ
り
、
第
１
号
被
保
険

者
が
負
担
す
る
保
険
料
も
増
加

問
　
介
護
保
険
料
の
基
準
と
な

る
第
５
段
階
の
保
険
料
を
５
・

９
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
、
年

額
７
万
０
０
３
２
円
に
、
第
17

段
階
を
18
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
引

き
上
げ
、
年
額
19
万
６
０
９
０

円
に
す
る
条
例
改
正
案
だ
が
、

対
象
者
の
人
数
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
満
65
歳
以
上
の
第

１
号
被
保
険
者
の
人
数
は
、
保

険
料
の
賦
課
基
準
日
と
な
る
令

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

問
　
介
護
保
険
は
法
定
受
託
事

務
か
自
治
事
務
か
伺
う
。

福
祉
部
長
　
自
治
事
務
で
あ

る
。

問
　
自
治
事
務
で
あ
れ
ば
全
て

本
市
の
裁
量
で
決
定
で
き
る
。

税
金
を
投
入
し
て
保
険
料
を
抑

え
る
検
討
は
し
た
の
か
伺
う
。

福
祉
部
長
　
市
の
裁
量
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、「
介
護
保

険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に

関
す
る
政
令
」
が
あ
り
、
決
め

ら
れ
た
枠
の
中
で
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
。

て
」
に
基
づ
き
判
断
し
た
。

問
　
夜
間
工
事
が
多
く
な
る
と

聞
い
た
が
、
い
ま
だ
地
元
へ
の

説
明
が
な
く
、
住
民
は
市
の
対

応
に
強
い
不
信
感
を
持
っ
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
は
地
元
の
理

解
が
必
須
だ
が
、
信
頼
回
復
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
地
域
住
民
を

一
番
に
重
ん
じ
る
べ
き
で
、
対

話
を
重
点
的
に
行
い
た
い
。

問
　
事
業
を
開
始
す
れ
ば
市
の

負
担
は
か
さ
む
一
方
で
あ
る
。

こ
の
機
会
に
身
の
丈
に
合
っ
た

事
業
に
切
り
替
え
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
世
知
辛
い
世

の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
海
か
ら
の

パ
ワ
ー
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た

め
、
公
園
整
備
は
今
行
う
べ
き

も
の
だ
と
感
じ
て
い
る
。

教
育
会
館
へ
の 

統
合
に
つ
い
て

問
　
施
設
統
合
に
よ
り
、
各
館

の
広
い
集
会
室
や
会
議
室
を
利

用
で
き
な
く
な
る
人
を
出
さ
な

い
た
め
の
手
立
て
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
予
約
時
間
の

細
分
化
や
、
公
共
施
設
予
約
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る
ほ

か
、
30
人
規
模
の
会
議
室
を
可

動
式
間
仕
切
り
で
区
切
る
こ
と

で
部
屋
数
を
増
や
す
こ
と
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
教
育
会
館
は
日
曜
日
の
利

用
が
で
き
な
い
。
統
合
後
の
開

館
日
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
現
在
検
討
を

進
め
て
お
り
、
３
館
の
開
館
日

を
考
慮
し
、
利
用
し
や
す
い
施

設
と
な
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

保
育
園
の
出
産
の 

た
め
の
休
園
に
つ
い
て

問
　
本
市
の
「
保
育
所
等
利
用

案
内
」
に
月
１
回
以
上
登
園
が

な
い
場
合
は
退
所
と
記
載
が
あ

る
。
里
帰
り
出
産
を
望
む
家
庭

で
は
第
二
子
以
降
の
出
産
を
た

め
ら
い
か
ね
な
い
上
、
産
後
新

た
に
保
育
所
を
探
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
環
境
整
備
を
求
め
る

が
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
現
行
の

取
り
扱
い
で
は
、
保
育
は
真
に

必
要
な
人
に
提
供
さ
れ
る
べ
き

と
し
て
一
月
以
上
登
園
の
な
い

人
に
は
退
所
を
お
願
い
し
て
い

る
。
一
方
、
近
年
子
育
て
に
対

す
る
考
え
方
も
変
化
し
て
い
る

た
め
、
現
行
の
取
り
扱
い
の
目

的
も
踏
ま
え
て
、
検
討
し
て
い

く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
妊
婦
健

診
の
改
定
に
つ
い
て
　
私
有
道

路
の
市
道
認
定
基
準
に
つ
い
て

自
然
災
害
に
ど
う 

立
ち
向
か
う
の
か

問
　
金
目
川
水
系
の
河
川
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
鈴
川
と

渋
田
川
は
県
が
堆
積
土
砂
の
撤

去
を
行
い
、
金
目
川
と
鈴
川
の

合
流
付
近
は
用
地
確
保
の
交
渉

を
進
め
て
い
る
。
河
内
川
は
河

川
断
面
の
拡
幅
や
神
明
橋
の
架

け
替
え
工
事
を
進
め
て
い
る
。

問
　
小
・
中
学
校
で
の
防
災
教

育
や
防
災
学
習
の
内
容
と
避
難

訓
練
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
で
防
災
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
避
難
訓

練
は
地
震
や
火
災
な
ど
を
想
定

し
、
年
１
回
実
施
し
て
い
る
。

問
　
市
内
の
橋
り
ょ
う
数
と
耐

震
化
の
進
捗
率
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
国
管
理

の
緊
急
輸
送
道
路
の
１
橋
は
耐

震
化
を
完
了
し
た
。
県
管
理
の

74
橋
の
う
ち
耐
震
化
が
必
要
な

緊
急
輸
送
道
路
は
11
橋
あ
り
、

10
橋
は
完
了
し
た
。
市
道
は
２

０
８
橋
あ
り
、「
平
塚
市
橋
り
ょ

う
耐
震
化
計
画
」
で
都
市
防
災

上
重
要
な
15
橋
を
抽
出
し
て
優

先
的
に
取
り
組
み
、
現
在
は
５

橋
が
完
了
し
、
進
捗
率
は
約
33

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

大
阪
・
関
西
万
博
に 

１
５
０
０
万
円
支
出

問
　
拠
出
す
る
根
拠
と
中
止
な

債
務
負
担
行
為 

７
億
円
の
追
加

問
　
龍
城
ケ
丘
の
公
園
整
備
は

当
初
10
億
円
だ
っ
た
事
業
だ

が
、
17
億
円
に
な
っ
て
も
実
施

す
る
意
味
が
あ
る
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
誰
も
が
気
軽

に
本
市
の
財
産
で
あ
る
海
を
身

近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
広

く
市
民
が
訪
れ
る
海
辺
の
総
合

公
園
整
備
事
業
で
あ
り
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
整
備
費
７
億
円
の
上
昇

は
、
資
材
や
人
件
費
の
増
額
だ

け
が
理
由
な
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
資
材
高
騰
や

週
休
２
日
制
に
よ
る
経
費
増
額

の
ほ
か
、
道
路
舗
装
面
積
が
６

倍
程
度
増
え
た
こ
と
も
理
由
で

あ
る
。

問
　
国
も「
公
募
設
置
等
指
針
」

を
変
更
す
る
場
合
は
事
業
者
を

選
定
し
直
す
必
要
が
あ
る
と
し

て
い
る
が
、
現
在
の
事
業
者
を

継
続
す
る
理
由
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　「
公
募
設
置

等
指
針
」
に
、
リ
ス
ク
分
担
に

疑
義
の
あ
る
場
合
、
定
め
の
な

い
事
項
は
市
と
協
議
を
図
り
進

め
て
い
く
と
あ
る
。
ま
た
、
内

閣
府
の
通
達
で
あ
る
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
お
け
る
物
価

変
動
の
影
響
へ
の
対
応
に
つ
い

介
護
保
険
料
の
値
上
げ

条
例
改
正
に
異
議
あ
り

は
た
　
文
昭 

議
員

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

平
塚
に
す
る
た
め
に

松
本
　
敏
子 

議
員

　本会議は、インター
ネットで生中継と録画
中継を行っています。
　録画中継は発言日の
おおむね１週間後から、
会議録をホームページ
に掲載するまでの間、
ご覧いただけます。

インターネット中継

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
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共
産
党
平
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団

総務経済
　議案10案件は全て原案どおり
可決すべきものと決定しました。
○議案第２８号　令和６年度平塚市
一般会計予算
　財政管理費のふるさと寄附金
事業について、予算が６３００万
円余りで、寄附に対して返礼品を
送付するとのことだが、令和６年
度の返礼品はどのようなものを考
えているのか伺う。
　現状では、新たな品目として
どのようなものを追加するかは決

まっていないが、現在の返礼品は
３６８品目あり、５年度も93品目
増やしているため、６年度も新し
い品目の開拓に取り組んでいきた
い。
　情報化推進費の行政情報化推
進事業について、マイナンバーの
有無やデジタルスキルに関わら
ず、書かない窓口を推進・導入し
ていくとのことだが、どのような
方法で進めていくのか伺う。
　住民異動やマイナンバーカー
ド、転出証明書など、来庁者が
持ってきた情報や、本市が既に

持っている住民記録情報などの情
報や窓口で実際に来庁者から聞き
取った情報を基に、市職員が申請
書を作成し、書かない窓口を実施
する。
　賦課徴収費の固定資産税賦課
事業について、４月１日から相続
登記の義務化が始まるが、市民に
周知する方法などについて、どの
ように行っているのか伺う。
　来庁した相続人への案内や窓
口へのパンフレット配架、市ホー
ムページへの掲載、５月に発送す
る納税通知書のしおりにも記載

し、広報を展開している。また、
市民課のご遺族サポートコーナー
に来庁した相続人には、法務局の
案内をするなど関係課と連携しな
がら広報・周知に努めている。
　商工業振興費の知的対流推進
事業の波力発電の研究について、
６年度の研究内容を伺う。
　企業版ふるさと納税などの外
部資金を使って支援していく。６
年度については、今回の３月定例
会の補正予算で補助金を繰越明許
し、水槽実験などについて補助を
する。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。

渡部 りょう 議員 元島 しん 議員

ど
の
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
競
輪
最
高
会

議
の
決
定
に
基
づ
き
、
本
年
８

月
開
催
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
競
輪

の
収
益
の
２
パ
ー
セ
ン
ト
を
拠

出
す
る
。
中
止
や
延
期
の
場
合

は
業
界
全
体
で
対
応
す
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
活
断
層

と
擁
壁
に
潜
む
リ
ス
ク


